
 

                              

 

 

 

 

 

3月 24日に団体交渉を行い、要点は以下の通りです。詳細等は、地本業務部に連絡を下さい。 
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（1項）研修・訓練における食事について、この間の取り扱いと経緯、変更となる理由・目的を明確に

すること。  

（回答）社内外の状況が大きく変化していることから、今回の取り扱いを変更するものである。 

【主な議論】・目的などについては職場掲示などにある通り 

…「従来、研修・訓練における食事は会社負担で用意をすることが通例となっています。これは、教

育訓練に関する規程（※教育訓練規程…H3に変更、今回も変更）等、ＪＲ発足初期のやり方に則っ

ています。しかし、当初と比べ、研修の形式や場所も多様化する一方でコンビニエンスストアや飲食

店も増加するなど、社内外の状況が大きく変化してきています。これらのことを踏まえ、研修・訓練

時の食事の支給のあり方について、見直しをすることとしました。」… 

 

（2項）職場掲示にある「食事を用意するのはどういう場合か？」の適応について明確にすること。ま

た、特に岩切訓練センターにおける研修・訓練の際には、食事の調達が困難な環境であること

から、対応すること。 

（回答）研修等における食事は自己負担を基本とする。ただし、総合研修センターにおける研修等、並

びに、特に指定する研修等においては、会社が支給する場合がある。なお、食事を支給する研

修等の指定は個別に判断することとなる。 

【主な議論】 

・「食事を支給する研修等の指定は個別に判断する」についての判断基準はない。基本的考えとして、現

行の仙台支社内の研修等は数百あるが、該当するものはない。（例であげれば、洋上研修等で食事の手

配が出来ない場合と考えている。） 

・岩切にある「仙台支社訓練センター」（乗務員訓練等）では、朝、訓練に向かう際に購入環境があると

認識している。この関係で、冷蔵庫（100ℓを4台で、計 400ℓ分）、電子レンジ 2台、電気ポッ

ト 2台を準備する。（必要に応じて追加は考える。） 

・「岩切研修センター」（営業関係等）も基本的に同じ考え。 

…（組合）4月 1日からの対応で固定化せずに、お金は自分たちで支払うので注文弁当などの対応を検

討していただきたい。特に乗務員のそのような要望を多く聞いている。訓練終了時のアンケー

ト等に食事に関する項目を設けるなどしていただいて、その推移を見て、今後の対応は検討し

ていただきたい。 

（会社）（アンケートの推移を見ることについては）うけたまわった。… 

・異常時における列車の遅れにより昼食を購入する時間がなかった場合や、忘れてしまった場合は柔軟

な対応を求めました。 

・乗務員訓練の当泊時の夜・朝食も出なくなります。 

・支社から、講師の意見も聞いていきたい、との返答もありました。 

 

今回変更の取り扱いを固定化しない事を求めました。研修・訓練終了時のアンケート等で食事準備

（※自腹は変わらないです）の必要性があれば、現実を踏まえて要望していきましょう。 


